
総務課　
　総務係　財政係	☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係	 ☎82－5230
　建　設　係	 ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係	☎82－5240
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221
（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	☎82－2141
朝日振興センター	☎84－2111
明和振興センター	☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

9
月
26
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
国
民
健
康
保
険
税
（
３
期
）

●
水
道
使
用
料
（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
９
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
３
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
２
期
）

【
採
用
予
定
職
種
及
び

　
　
　
　
　
　
採
用
予
定
人
員
】

獣
医
師　

16
名
程
度

【
受
験
資
格
】

　

昭
和
38
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

た
者
で
、
獣
医
師
の
免
許
を
有
す
る

者
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
者

【
受
付
期
間
】

令
和
４
年
10
月
６
日（
木
）必
着

※
受
付
時
間
は
平
日
午
前
８
時

　

30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
試
験
日
及
び
場
所
】

○
試
験
日
時

令
和
４
年
10
月
20
日（
木
）

○
場
所

福
島
市
杉
妻
町
２
－
16

福
島
県
庁
本
庁
舎　

２
Ｆ

第
一
特
別
委
員
会
室

【
採
用
予
定
日
】

令
和
５
年
４
月
１
日

【
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
請
求
】

　

申
込
案
内
・
提
出
書
類
に
つ
い
て

は
福
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https:// 

w
w

w
.pref.fukushim

a.lg.jp/
sec/01125c/senko4-1.htm

l

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
問

合
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

○
福
島
県
保
健
福
祉
部

　

保
健
福
祉
総
務
課

　

☎
０
２
４
－
５
２
１
－
７
２
１
９

○
福
島
県
農
林
水
産
部
農
林
総
務
課

　

☎
０
２
４
－
５
２
１
－
７
３
９
１

　只見町も加盟している平和首長会議の会長松井一實氏（広島市長）が、８月６日に
広島市で行われた平和記念式典で今年の平和宣言を発表しましたので、一部を掲載い
たします。
　「核兵器廃絶とその先にある世界恒久平和の実現に向け、被爆地長崎、思いを同じ
くする世界の人々と共に力を尽くすことを誓います」（平和宣言より一部抜粋）

平和首長会議会長が平和宣言を発表しました

　

福
島
地
方
法
務
局（
ま
た
は
支
局
・

出
張
所
）
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
登

記
手
続
案
内
を
電
話
対
応
と
し
て
い

ま
す
。

　

登
記
手
続
案
内
は
事
前
予
約
制
と

な
り
ま
す
の
で
、
福
島
地
方
法
務
局
、

ま
た
は
支
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

試
　
験

令
和
４
年
度
福
島
県
職
員
採
用

選
考
予
備
試
験（
獣
医
師
）

災
害（
防
災
）情
報
サ
イ
ト
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

只
見
町
新
規
職
員

登
記
手
続
案
内
は

事
前
予
約
制
で
す

お
知
ら
せ

人
　
事

　

只
見
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
災

害（
防
災
）情
報
サ
イ
ト
を
公
開
し
て

い
ま
す
。
気
象
情
報
や
防
災
情
報
、

防
災
関
連
サ
イ
ト
を
掲
載
し
て
い
る

他
、
災
害
発
生
時
に
は
、
緊
急
情
報

等
の
発
信
も
行
い
ま
す
。

新
規
職
員　
９
月
１
日
付

▽
観
光
商
工
課

　

観
光
係

　
　

五
十
嵐 

琢
麻

　

平
常
時
か
ら
、
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
避
難
経
路
や
持
ち
物
な
ど
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
災
害
（
防
災
）
情
報
サ
イ

ト
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。

https://w
w

w
.tow

n.tadam
i.

lg.jp/em
ergency/index.htm

l

　

ま
た
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
お
手

持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読

※
会
社
・
法
人
に
関
す
る
手
続
案
内

は
、
福
島
地
方
法
務
局
の
み
行
っ

て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
・
予
約
先
】

○
福
島
地
方
法
務
局

・
土
地 

建
物

☎
０
２
４
－
５
３
４
－
２
０
４
５

・
会
社 

法
人

☎
０
２
４
－
５
３
４
－
１
９
０
４

○
若
松
支
局

・
土
地 

建
物

☎
０
２
４
２
－
27
－
１
５
０
１

○
田
島
出
張
所

・
土
地 

建
物

☎
０
２
４
１
－
62
－
０
２
４
９

み
取
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
も
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。
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町長スケ
ジュール
〈８月分〉

◆
明
和
小
学
校
６
年
生
の
角
田
杏
さ
ん
が
、
町
長
室
に
「
只
見
線
36

駅+

２
駅
自
転
車
全
駅
制
は
の
旅
」
の
報
告
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

杏
さ
ん
は
、
７
月
30
日
、
31
日
の
２
日
間
で
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
駅

（
小
出
駅
か
ら
会
津
若
松
駅
）を
自
転
車
に
乗
っ
て
訪
ね
、
駅
ご
と

に
地
域
の
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
記
録
と
共

に
１
８
０
キ
ロ
余
の
旅
の
報
告
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

駅
ご
と
の
記
録
写
真
と
、
も
っ
と
只
見
線
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

「
各
地
域
で
の
取
り
組
み
」「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
の
取
り
組
み
」
と
し

て
具
体
的
な
提
案
を
盛
り
込
ん
だ
37
ペ
ー
ジ
の
報
告
書
を
頂
き
ま

し
た
。

　

暑
い
中
、
沿
線
の
方
々
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
ペ
ダ
ル
を
一
生

懸
命
漕
ぎ
只
見
線
の
全
駅
を
制
覇
し
た
角
田
杏
さ
ん
に
、
そ
れ
を

見
守
り
応
援
さ
れ
た
方
々
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
、「
あ

り
が
と
う
」
の
プ
レ
ー
ト
と
記
念
品
を
手
渡
し
、
心
か
ら
感
謝
を

伝
え
ま
し
た
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
※+

２
駅
は
、
柿
ノ

木
駅
と
田
子
倉
駅
で
す
。（
今
は
廃
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

◆
「
洪
水
や
渇
水
を
未
然
に
軽
減
す
る
に
は
森
の
土
壌
を
柔
ら
か
く

し
て
、
水
が
弾
か
れ
た
り
し
て
表
面
を
流
れ
去
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
逆
に
言
う
と
、
水
が
土
壌
に
吸
い
込
ま

れ
て
浸
透
し
て
い
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
地
中
を
ゆ
っ
く
り
と
透
過

し
て
い
く
の
で
、
洪
水
や
渇
水
は
起
き
に
く
い
。」
と
東
北
大
学

名
教
授
の
清
和
研
二
先
生
が
あ
る
本
に
書
か
れ
て
い
た
の
を
読
み

ま
し
た
。

　

読
み
進
め
る
と
針
葉
樹
の
み
よ
り
も
「
広
葉
樹
が
混
じ
っ
た
強

度
間
伐
区
で
水
の
浸
透
能
力
が
最
大
に
な
る
こ
と
を
見
出
し
た
。」

と
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
と
い
う
諺

は
、
小
さ
い
こ
と
に
心
を
奪
わ
れ
て
全
体
を
見
通
さ
な
い
こ
と
の

た
と
え
で
使
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
記
事
は
ま
さ
に
木
の
利
用
ば

か
り
で
な
く
、
森
を
見
る
大
切
さ
を
改
め
て
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　集落座談会が、８月22日をもちまして終了いたしました。会場の準備にご協力いただいた皆様やお集ま
りいただいた皆様、ありがとうございました。
　いただいたご意見等につきましては、今後の町政に生かしてまいります。
　なお、回答を持ち帰らせていただいた意見等につきましては、改めて各区長へ回答いたします。よろし
くお願いいたします。

集落座談会にご協力いただきありがとうございました

町
長
か
ら

	

只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫

　１日　南会津農林事務所長との意見交換会、
自治体ＤＸ推進トップマネジメントセ
ミナー、蒲生集落座談会

　２日　県道小林舘の川促進期成同盟会総会、
町村長交流会（～３日）（東京都）

　４日　国道２５２号六十里越雪わり街道の清
掃ボランティア、只見ふるさとづくり
研究会要望

　５日　政策調整会議、南会津地方広域市町村
圏組合管理者会、南会津地方町村会役
員会、南会津地方環境衛生組合管理者会

　７日　只見線シンポジウム
　８日　㈱福島中央テレビ取締役副社長他来庁、

寄岩・塩沢・十島・塩沢集落座談会
　９日　モンベル会長との包括協定に関する

Ｚｏｏｍ会議、定例庁議、下福井集落
座談会

１０日　会津総合開発協議会 南会津地方部会
県要望（福島市）

１２日　農業委員辞令交付式
１５日　只見町成人式
１６日　河井継之助墓前祭
１８日　熊本日日新聞社取材
１９日　只見町議会８月会議、９月補正予算町

長査定
２０日　会津地域自然環境魅力発信巡回パネル

展、ただみ・モノとくらしのミュージ
アム開館記念講演会

２２日　大倉集落座談会
２４日　個人県民税知事感謝状贈呈式、只見線

全駅制覇（坂田 角田杏さん）の報告会、
朝日診療所医師との懇談会

２６日　南会津地方環境衛生組合議会定例会、
南会津地方広域市町村圏組合議会定例会

２７日　只見カップビーチバレーボール大会、
元只見町長 目黒吉久氏 叙勲祝賀会

２９日　議案検討庁議
３１日　民生児童委員との懇談会
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
今
年
度
、
20
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
、

迎
え
る
方
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
Ｊ
Ｒ
只
見
線
全
線
運
転
再
開
ま
で

１
か
月
を
切
り
ま
し
た
。
11
年
ぶ
り

に
只
見
駅
か
ら
会
津
川
口
駅
ま
で
走

る
只
見
線
の
姿
が
楽
し
み
で
す
。

▽
お
盆
が
過
ぎ
、
気
温
が
だ
い
ぶ
落

ち
着
き
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
体
調
に
お
気
を

つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 

（
小
林
）

あ
と
が
き

転入 ６　転出 １１　出生 ３　死亡 ２

令和４年８月１日現在
人　　口　３，８４０（−　４）
　 男 　　１，９０１（＋　３）
　 女 　　１，９３９（−　７）
世 帯 数　１，５８９（−　３）
高齢化率　　　　　４８．７％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

★ねこはるすばん

★掬えば手には

町田尚子（ほるぷ出版）
　にんげん、でかけていっ
た。ねこは、るすばん。と
おもいきや……？　猫だっ
てカフェに行くし、身だし
なみを整える。──あなた
のしらない猫の世界。「ね
こがおとなしく、るすばん

瀬尾まいこ（講談社）
　ちょっぴりつらい今日の
向こうは、光と音があふれ
てる。『幸福な食卓』本屋
大賞受賞作『そして、バト
ンは渡された』に連なる、
究極に優しい物語。
　私は、ぼくは、どうして
生まれてきたんだろう？
　大学生の梨木匠は平凡な

してるとおもうなよ」。
　町田尚子さんの描く、魅力的な猫の絵本です。

ことがずっと悩みだったが、中学３年のときに、
エスパーのように人の心を読めるという特殊な
能力に気づいた。ところが、バイト先で出会っ
た常盤さんは、匠に心を開いてくれない。常盤
さんはつらい秘密を抱えていたのだった。
　だれもが涙せずにはいられない、切なく温か
い物語。

○朝日振興センターではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

（7月26日～8月25日届出分）敬称略

■お誕生おめでとうございます
木下　大

だい

知
ち

（男／翔太・都）　　　只　見
渡部　八

や

恵
え

（女／兼介・真梨子）　只　見
横山　未

み

怜
れい

（女／大・萌）　　　　大　倉

■おくやみ申し上げます
小　沼　靖　雄　　5３歳　　福　井
渡　部　ヤヨエ　　９2歳　　小　川
松　永　桂　子　　75歳　　只　見

朝日振興センター
図書紹介

朝日振興センター図書室
☎84－2111
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